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広
報

真夏をかけぬけて秋へ！

こ
ん
な
よ
い
月
を

一
人
で
見
て
寝
る放

哉

車
に
テ
ン
ト
を
榻
ん
で
『

家
族

で
出
か
け
る
の
が
流
行
っ
て
い
る

ら
し
い
。

国
の
機
関
は
す
で
に
完
全
な
週

休
二
日
。
学
校
で
も
、
今
月
か
ら

週
休
二
日
制
が
始
ま
る
。
余
暇
の

時
代
が
身
近
に
な
っ
た
の
だ
。

こ
ん
な
時
代
に
は
、
野
外
生
活

が
い
い
。
テ
ン
ト
と
食
料
を
持
っ

て
出
か
け
て
し
ま
え
ば
、
後
は
何

と
か
な
る
も
の
だ
。
釣
り
、
自
然

観
察
、
野
外
料
理
と
親
子
で
色
々

楽
し
め
る
。
の
ん
び
り
本
を
読
ん

だ
っ
て
い
い
。
普
段
味
わ
え
な
い

体
験
が
で
き
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
が
、
良
い
キ
ャ
ン
プ
場

が
意
外
と
少
な
い
。
そ
こ
で
環
境

庁
が
腰
を
あ
げ
た
。
来
年
か
ら
国

立
公
園
に
安
く
使
え
る
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
を
つ
く
る
そ
う
だ
。

早
く
出
来
れ
ば
い
い
な
。
じ
ゃ

が
い
も
と
文
庫
本
を
持
っ
て
行
こ

う
か
。
テ
ン
ト
が
な
く
て
も
中
央

公
民
館
で
貸
し
て
く
れ
る
。

月
9

9
1992

発行・青森県東津軽郡蓬田 村大字 蓬田字汐越｜の３　S0I7 邨)2 囗|・FAX.0174(27)3255　青森県蓬田村／ 編集・蓬田村役場・総務 課

NO.

216

よもぎた

内容



郷
沢
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
／

二
位
　
長
科
チ
ー
ム

Ξ
位

』
瀬
辺
地
チ
ー
ム

入
場
行
進
は
宮
本
チ
ー
ム
が

五
年
連
続
Ｖ

第34 回

村民 体育 祭

今

年

の

主

な

成

績

▼
総
合
の
部

一
位
　

郷
　

沢
（
7
6・
５
点

）

二

位
　

長
　

科
（
6
8点

）

三

位
　

㈲
辺

地
（
5
8点
）

▼

入
場
行

進
の

部

一
位
　

宮
　

本

二

位
　

㈲
辺

地

二

位
　

蓬
　

田

▼

砲
丸
投
げ
の

部
（
男
子

）

一
位
　

坂
本
　

豊
昭
（
長

科

）

二

位
　

坂
本
　
　

太
（
中

沢

）

三

位
　

小
鹿
　

正

博
（
長

科

）

▼
砲

丸
投
げ
の
部

（
女
子
）

一
位
　

久
慈
　

優
子
（

広
瀬

）

二

位
　

稲
葉

ひ
と
み
（

高
根
）

三
位
　

室
谷
　

昭
子

（
蓬
田

）

▼
走

り
幅
跳
び
の
部

（
男
子

）

一
位
　

坂
本
　

大

貴
（
長
科

）

二
位
　

吉
田
　

智
範
（
中
沢

）

三

位
　

川
崎
　

伸

司
（
広
㈲

）

▼
走
り

幅
跳
び
の
部

（
女
子
）

一
位
　

福
浦
　

純
子

（
広
㈲

）

二

位
　

古
川
恵
美
子

（
阿

弥
陀
川

）

三

位
　

武
井

千
恵
子

（
蓬

田

）

▼

中
学
生
以

上
千
五
百

似
徒
競
走

（
女

子
）

一
位
　

木
村
　

善
子
（
蓬
田

）

二

位
　

佐

藤
　

由
香
（
長

科

）

三

位
　

田
中
　

貴
子
（
蓬
田

）

▼
中

学
生
以
上

三
千
似
徒
競

走

（

男
子
）

一

位
　

佐
井
　
　

亮
（
宮

本

）

。
つ
よ

い
身

体

つ

よ

い
心

”

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

、
第

三

十
四

回

村
民
体

育
祭

が
八

月
二

日
（
日

）

村
総
合

運
動
場
で

、
約
子
人

の
村

民

が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

当
日

は
、
好
天

に
恵

ま
れ
、
真

夏

の
強

い
日
差
し

が
ぶ
り
そ
そ
ぐ

中

、
選
手

は
、
二
十
二

種
目
の
競

技
に
地
域

の
名
誉
を

か
け

激
戦
を

繰
り
広

げ
ま
し

た
。

祭
り
は

、
入

場
行
進

か
ら
始
ま

り

、
宮
本
チ

ー

ム
が
五

年
連
続
の

賞

を
獲
得
。

総
合
の
部
で

は
、
大

人

綱
引

、
幼
児

リ
レ
ー
な

ど
言

咼

得

点
を
得

た
郷
沢
チ

ー

ム
が
総
合

優

勝
を
獲
得
し

ま
し
た
。

村民体育祭から●？



二

位
　

津
島
　

墜
平
（

宮
本

）

三

位
　

柿

崎
　
　

誠
（

広
㈲

）

▼

高
齢
者
玉
入

れ

一
位
　

広
　

顫

二

位
　

阿

弥
陀
川

三

位
　

蓬
　

田

三

位
　

郷
　

沢

▼

少
年
綱
引

き

一

位
　

長
　

抖

二

位
　

郷
　

沢

三
位
　

蓬
　

田

▼
部

落
対
抗
綱
引

き

一
位
　

郷
　

沢

二
位
　

長
　

抖

三
位
　

蓬
　

田

▼
部
落

対
抗
リ

レ
ー

一
位
　

瀬
辺
地

二
位
　

高
　

根

三
位
　

長
　

抖

村民体育祭から3

3

広報よもぎた



広報よもぎた

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

シジミ貝

捕りは

楽しい！

村
中

央
公
民
館
主

催
の
子

ど
も

会
リ

ー
ダ
ー
研
修
会

が
七
月
二

十

八
日
上

二
十
日
の
三

日
間

、
十
三
湖

キ

ャ
ン
プ
場
（
市
浦
村

）
で
開
催

さ

れ
、
村

内
の
子

ど
も
会

の
リ

ー

ダ
ー
ニ

十
七
名

が
共
同

の
宿
泊
生

活
を
通
じ

て
友
情
を
深

め
合

い
ま

こ
の
研
修
会
は
、
各
子
ど
も
会

の
り
Ｉ
ダ
ー
た
ち
に
、
野
外
活
動

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
や
心
得
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な

知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
、
今
後

の
子
ど
も
会
活
動
に
役
立
て
よ
う

と
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

初
日
の
開
村
式
の
後
、
三
班
に

分
社
、
全
員
協
力
し
て
の
テ
ン
ト

設
営
後
、
さ
っ
そ
く
夕
食
の
準
備

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
焼
肉
で
、

子
ど
も
た
ち
は
飯
盒
で
ご
飯
を
炊

く
係
、
肉
や
野
菜
を
切
っ
て
調
理

す
る
係
に
分
れ
て
汗
を
流
し
、
自

分
ら
で
作
っ
た
夕
食
に
舌
鼓
を
打

ち
主
し
か
。

二
日
目
は
奈
良
村
幼
稚
園
園
長

よ
り
「
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
の
在

り
方
」
の
講
義
、
午
後
は
口
了
不

ス
ク
ド
ー
ム
観
賞
、
夕
食
後
は
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
楽
し
み
ま

し
た
。

三
日
目
の
朝
食
後
、
そ
の
日
の

昼
食
の
「
お
に
ぎ
り
」
作
り
に
挑

戦
、
初
め
て
握
る
リ
ー
ダ
ー
も
多

く
、
ご
飯
の
堅
さ
加
減
等
、
日
頃

の
お
母
さ
ん
の
苦
労
が
ち
ょ
っ
と

は
分
っ
た
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
は
、
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た

フ
ン
ジ
ミ
貝
捕
り
」
を
体

験
し
、
シ
ジ
ミ
貝
を
捕
ら
な
い
と

家
に
帰
社
な
い
と
言
う
参
加
者
も

あ
り
、
三
日
間
で
一
番
活
気
が
あ

っ
た
研
修
で
し
た
。

炊
事
、
講
義
、
実
習
と
忙
し
い

三
日
間
で
し
た
が
、
こ
こ
で
学
ん

だ
事
を
地
域
で
生
か
し
て
い
た
だ

き
匕
０
と
司ｔＪ
い
ま
ヤ
。

七
月

二
十
八

日
（
火

）
蟹
田

地
区

交
通

安
全
協

会
蓬
田

支
部
（

佐
藤

喜

一
支
部
長

）
は

、
村
交
通

安
全

母

の
会
（

山
舘
洋
子

会
長

）
、
八

戸

良
次
郎
村
長

、
清
水

信
造
村
議

会

議
長
、
工

藤
敏
信
蟹
田

警
察
署

長

を
は
じ

め
関

係
者
四

十
名

が
参

加
し

、
王
松
公

民
館
前

の
国

道
で

道
行
く
ド
ラ
イ

バ
ー

に
今
年
二
回

目

の

マ
ス
コ

ッ
ト

を
配

布
し

交
通

安
全
を
呼

び
か
け
ま
し

た
。

今
回
の

マ
ス
コ
ッ
ト

は
、
阿
弥

陀
川
交
通
安

全
母

の
会

が
作
り
上

げ
た
百
個
で

、
貝
殻
を

布
で
包
み

丁

寧
に
縫

い
合
わ
せ

た
か
わ

い
い

も
の
で
し

た
。

マ
ス
コ

ッ
ト

を
差
出
し

「
夏

の

交
通

安
全
期
間
中

で
す
。

事
故

に

気
を

つ
け
て

く
だ
さ

い
」
の
こ

と

ば
に

ド
ラ

イ

バ
ー
も
「

ご
苦
労
さ

ま
で
す

。
暑
く

て
た

い
へ
ん
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

村

交

通

安

全

母

の

会

マ
ス
コ
ッ
ト
配
布
を
実
施



Be　Ambiti

ous！ 成人式

新
成
人
四
十
八
名
新
た
な
旅
立
ち

新
成

人
を
祝
う
平
成
四

年
度

、

村
成
人

式
が
八
月
十
四

日
（
金

）

村
中

央
公

民
館
に

お
い
て
挙
行

さ

れ
ま
し

た
。

式

は
午

前
十
時

か
ら
始
ま
り

、

奈
良

尹
教
育
長
か
ら
式
辞
か
お
り
、

続

い
て

、
八

戸
良
次
郎

村
長
と
清

水
信
造
村

議
会
議
長

か
ら
そ

れ
ぞ

れ
お
祝

い
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

新
成
人
代

表
の
坂
本
大

貴
（

長
科

）

さ
ん
は
、

「
人
生
に

お
い
て
努
力

し

、
羞
実

に
階
段
を
昇
り

、
更
に

次
の
目
標

へ
向
か
っ
て

い
く
精
神

を
持
つ
大
人

に
な
る
こ

と
を
目
指

し

て
一
歩
一

歩
進
ん
で
行
き
ま
す
」

と
新
成
人

の
誓

い
の
こ

と
ば
を
述

べ
ま
し

た
。

こ
の
後

、
村
長

か
ら
男
性

に
は
、

村
の
木
、
黒
松

「
玉

松
」

が

デ
ザ

イ
ン
さ

れ
た
ネ

ク

タ
イ

ピ
ン
、
女

性
に
は
ネ
ッ
ク
レ
ス

が
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
選
挙
管

理
委
員
会
坂
本
孝
男

委
員
長
よ
り
、
「
選

挙
啓
発
」
用
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

引

き
続
き

、
村

民
の

誓
い
を
古

川

恵
美
子
（
阿

弥
陀
川

）
さ
ん
と

新

成
人

が
全
員

で
斉
唱
し
ま
し

た
。

記

念
講
演
で

は
、
作
家

の
小
田

原

金
一
先
生

が

。
新
成
人

に
望
む

も
の

”
と
題
し

「
過
去

が
分
か
ら

な
け
れ

ば
現

在

が
見
え

な
い
、
現

在
が
見
え
な
け

れ

ば
先

も
見

え
な

い
努
力
す

る
精
神
を
持
て
」

と
熱

っ

ぽ
い
講
演

を
し

て

い
た
だ
き
ま

し

た
。

そ
の
後

、
沢
田

教
育
委

員
長
の

発
声
で
関
係
者

全
員

、

ジ
ュ
ー

ス

で
乾
杯
し
ま
し

た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ

ク

シ
ョ
ン
で
は
、

玉
松

太
鼓
愛
好

会
有
志

の
み
な
さ

ん
に
よ
る

、
「
玉

松
太
鼓

」
の
演

奏

が
披
露

さ
れ
ま
し

た
。

式
典
終
了

後
は
、
新
成

人
と
来

賓
が
一
緒
に
記

念
撮
影

を
し

て
め

で
た

い
成
人
式

を
閉
じ

ま
し

た
。

BLUE　LORD

ブ
ル
ー
ロ
ー
ド

パ
ソ
コ
ン
通
信

青
森
市

と
東
郡
の
７
市

町
村
で

構

成
し
て

い
る
ブ

ル
ー
ロ
ー
ド
地

域

の
物
産

・
イ

ベ
ン
ト

情
報
を

パ

ソ

コ

ン
　（
ワ

ー

プ
ロ
）
通
信
で
公

開
し

て

お
り

ま
す
。

ぜ
ひ

、
ご
利

用
く

だ
さ

い
。

成人 式から

広報よ もぎ た
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広報よもぎた

ゲートボールと

卓球が準優勝！

と

も

健

闘

し

多

く

の

種

目

に

入

賞

し

ま

し

た

。

総

合

得

点

は

最

終

的

に

村

の

部

十

一

位

と

健

闘

し

ま

し

た

。

三

位

以

内

入

賞

は

次

の

と

お

り

で

す

。

▼

団

体

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル
　
　

準

優

勝

卓
　

球
　
　
　
　
　

準

優

勝

▼

陸

上

男

子

砲

丸

投

三

位

坂

本

豊

昭
（

長

科

）

▼

陸

上

女

子

走

幅

跳

二

位

小

松

美

由

紀
（

蓬

田

）

百
　

片

三

位

小

松

美

由

紀
（

蓬

田

）

包

叱

殳

一
一
立

にｔべ
会

誌

了
Ｆ
こ

ム
順

ｙ

八
月

十
六
日

（
日
）
、
恆
例

の

村
民
野

球
大
会

が
蓬

田
小
学
校

グ

ラ

ン
ド

に
お

い
て

開
催
さ

れ
ま
し

た
。試

合

会
場
は
雨

の
た
め
中
学

校

グ
ラ

ン
ド
を
使
用

で
き
ず
、
比

較

的
状
況

の
よ

い
小
学

校
グ
ラ

ン
ド

の
一
会
場

で
行
わ

れ
ま
し
た
。

七
時
四

十
五
分
に
選
手

が
集
合
、

八
時
に
開

会
式

が
行

わ
れ
、
八
幡

敏
雄
体
育
協

会
長

か
ら
「
甲
子

園

に
負
け
な
い
熱

戦
を
期
待
し

ま
す
。

ま
た
、
来

年
度

の
大

会
は
み
な

さ

ん
待
望

の
新
し

い
野

球
場
で
開

催

し

ま
す
」

と
あ

い
さ
つ

が
あ
り
ま

し

た
Ｊ

試
合
は
、
一
会

場
の

た
め
五

回

戦

、
試
合
時
間

は
一
時
間

、
審
判

は

敗
戦
チ

ー

ム
か
ら
出
寸

と
い
う

内
容

で
行
わ

れ
ま
し

た
。

八

部
落
の
チ

ー

ム
が
参
加
し

た

今
大

会
は
応
援
者

も
多
く

、
ま
た

お
盆

で
帰
省
中

の
選
手
も
参

加
し

活
躍
す

る
と

い
っ
た
場
面
も
あ
り
、

突
然

の
ヒ
ー

ロ
ー
登
場
に
会
場

は

拍
手

と
歓
声
で
賑

や
か
な
大
会

と

な
り
ま
し

た
。

決

勝
戦
は
、
中

沢
チ

ー

ム
と
郷

沢
チ

ー

ム
の
間
で
争

わ
れ
２
対
１

で

、
昨
年
に
引
き

続
き
郷
沢
チ

ー

ム
が
優

勝
を
飾
り

ま
し

た
。

第
4
7回
市
町
村
対

抗
青
森
県

民

体
育
大

会

が
八
月
八

日
（
土

）
～

九
日

（
日

）
十
和
田
市

を
会
場

に

開
催

さ
れ
ま
し

た
。

村

選
手
団
4
5名

は
今
大
会
６

種

目

に
出

場
、

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
は
予

選
リ

ー
グ
を
順
調

に
勝

ち
決

勝
ト

ー
ナ

メ
ン
ト
へ

と
駒
を
進

め
、
一

回
戦

六
ヶ
所
村
、
二

回
戦
柏
村

を

退
け

、
決
勝
は
岩
崎

村
と
対
戦

、

接
戦

の
末
、
惜
し
く

も
準
優

勝
と

な
り
ま
し

た
。

ま

た
、
卓
球

は
一
回
戦
三
厩

村
、

二
回

戦
天

間
林
村

、
三

回
戦
小

泊

村

と

勝

ち

進

み

、

決

勝

は
田

舎

館
村

と
対

戦
、
善
戦
し

ま
し

た
が

準
優

勝
。

陸
上
は

、
男
子

、
女
子

村民野球大会

珍プレー、好プレー続出

郷沢チーム連続優勝！

県民体育大会



・
夭
も
盾
も
　
　
忘
れ
た
頃
に
　
　
　

Ｐ
Ｋ
Ｏ
　
　
　
勇
　
三

こ
Ｔ
い
’訳
が
　
　
し
つ
け
不
足
で
　
　

困
る
親
　
　

栄

博

二
（

車
に
柬
り
　
サ
イ
フ
忘
れ
て
　
　

う
ろ
た
い
る
　
ち
ゑ
子

・
艱
つ
ｙ

き
　
　
人
の
情
に
　
　
　
　

胸
温
む
　
　
　
藤
　

久

蓬 田 小 学 校 親 子

ふ れ あ い 映 画 会

開 催 日 一 部 変 更

の お知 ら せ

９月14日(月)中央公民館

↓

９月19日(土)中央公民館

に変更

・

列

み
だ
し
　
　

我

れ
先

に
朿

る
　
　

困

っ

た
女
　
　

い
つ

子

・
農
業

を
　
　
　

長

男
嫌

っ
て
　
　
　

困

る
父

母
　

絹

枝

・
突

然
の
　
　
　

指

名

に
音
痴
　
　
　

大
弱
り
　
　
　

勝
　

ヱ
に

・
子

の

心
　
　
　

ラ

ジ

オ
相
談
　
　
　

お
お

は
や

り
　
尚
　

政

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を
！

交

通
事
故

、
詐

欺
な

ど
の
被
害
に
あ

っ
て
、

警

察
や

検
察
庁

に
訴

え
た

が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件

を

裁
判
に
か
け

て
く

れ
な

い
の
は

ど
う

も
納
得
で

き

な
い
。

こ
ん
な
不
満

を
お
持
ち

の
方
は

、
検
察
審
査
会

に
お
気
軽
に

ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で

す
し

、
秘
密

は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

※
詳
し

い
こ

と
は
、

青

森
検
察
審
査

会
事
務
局
（

青
森
地
方
裁
判
所

内

）

容
○
一
七
七

―
二
二
－

五
三
五

一
　

内

線

匸
二
〇

に
、
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ
い
。

ス
ス
キ

、
満
月
、
ス
ポ
ー

ツ

そ
し

て
読
書
の
秋
、
皆
さ

ん
か
ら
の
情
報
待
っ
て
ま
す
。

川柳北緯41°/各課お知らせ7

お一人おひとりに慰藉の念をこめて

戦後､旧ソ連邦またはモンゴル国に強制抑留された皆様へ

慰労品を贈呈します

または､そのご 遺 族に内 閣

総 理大 臣名の 慰労品( 書

状･ 銀杯) を贈 呈し てお り

ます。また､こ れ らの方 々

の うち 年金恩 給や 公務 員

の 共済年 金 など を受 給さ

れていない方 には､慰 労金

(10 万円) が 支給 されます。

平和 祈念事 業特 別基 金

では、 戦後、 旧ソ連 邦 ま

たは モンゴル 国の地 域 に

おいて強 制抑留 された方、

請求期限は平成5年3 月31日までです。

当基金は、いわゆる恩給欠格者、戦後強制抑留者及び引揚者等に対して慰藉事

業を行っている総理府所管の認可法人です。

請求及びお問い合 わせ先

平 和 祈 念 事 業 特 別 基 金

業務第 二課　S03-3945-4703･4707　 〒112 東京都文京区大塚5-3-13

○請求書類は､ 各都道府県 ・市区 町村などの窓口 にも置いてあり ます。

９月27日(日)7時、むつ市　スタート

第10回　陸奥湾一周駅伝競走大

会



広報よもぎた

奥

さ
ま
と
税

し

た
が
っ
て
、
収
入

が
内
職

だ

け
の
場
合

は
、

パ
ー
ト

収
入
と
同

様
に
年

収
が

Ｉ
〇
〇
万
円
以
下

で

す
と
所
得

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
し

、

配
偶
者
控

除
を
受
け

る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

詳
し

く
は
、
最
寄
り

の
税
務
相

談
室
や
税

務
署
に

お
訪

ね
く
だ
さ

い
。タ

ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ト

の
コ
ー
ド

番
号
は

、
一
五

一
～

二

量

コ

主

婦
と

パ
ー
ト

収
入

）
で
す
。

パ
ー
ト

収
入
は

、
通
常
、
給
与

所
得

と
な
り
ま
す
。
し

た

が
っ
て

パ
ー
ト

の
年
収

が

Ｉ
〇

〇
万

円
以

下

で
す

と
給
与
所
得

控
除
額
（
最

低
六
五
万

円

）
を
差
し

引

い
た
残

額

が
基
礎
控
除

こ
二
五
万

円

）
以

下

と
な
り
ま
す
の
で

、
所
得
税

は

か
か
り

ま
せ
ん
し

、
配

偶
者
控

除

を
受
け

る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

ま

た
、
内
職
な

ど
の
収
入
は

、

収
入

か
ら
必
要
経
費

を
差
し
引

い

た
残
り

が
事
業
所
得

ま
た
は
雑
所

得

と
な
り
ま
す
。

た
だ
し

、
家
内

労
働

者
な

ど
、

特
定

の
人
に
対
し
て

継
続
し
て

労

務

の
提

供
を
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

必
要

経
費
と
し
て
六
五
万

円
（

収

入
金
額

が
限
度
で
す

）
を
差
し
引

く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

皆

さ
ん

の
所

有
地

の
中

に
小
道

（
里
道

）
や
小

川
（
水

路

）
が
入

っ
て

い
る
こ
と

が
あ
り

ま
す

が
、

こ
れ
ら

の
里

道
や
水

路
の
ほ
と
ん

ど
は

、
国
有

財
産
（
建
設
省
所
管

、

県
の
土
木

事
務
所
で
管

理

）
で
、

個
人

が
勝
手
に
つ

ぶ
し

た
り
、
埋

め
立
て
て

使
用
す

る
こ
と
は
許

さ

れ
ま
せ

ん
。

し

か
し

、
皆

さ
ん

の
所
有
地

の

利
用
上

、
こ
れ
ら

の
里

道
や
水
路

を
つ

ぶ
し

て
使
用
す

る
場
合
は

、

土
木
事

務
所

に
行

政
財
産
用
途
廃

止
申
請

の
手

続
き
を

と
り
、
里
道

や
水
路

が
県

（
建
設

省
）
か
ら
大

蔵
省
に
引

き
継

が
れ
た
あ
と
、
青

森

財
務
事
務
所

か
ら
買

い
受
け

る

こ
と

が
必
要

で
す
。

な

お
、
付

け
替
え

を
し

た
場
合

に
は
、
使
用
廃
止
財
産
の
一
部
又

は
全
部
を
無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
と
ら
ず
に

里
道
や
水
路
を
無
断
で
使
用
し
て

い
ま
す
と
、
後
日
、
ご
迷
惑
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
所
有
地
の
中
に
里
道

や
水
路
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
登
記
所
（
法
務
局
）
で
公
図

を
調
べ
、
そ
の
結
果
、
入
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
市
町
村
役
場
、
土

木
事
務
所
ま
た
は
青
森
財
務
事
務

所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

車
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
加
入
手
続
は
、
損
害
保

険
会
社
、
同
代
理
店
、
農
協
で
行

っ
て
い
ま
す
。
原
付
バ
イ
ク
の
保

険
料
（
共
済
掛
金
）
は
、
一
年
契

約
七
、
八
五
〇
円
、
二
年
契
約
一

長月

〇

、
一
五

〇
円

、三

年
契
約

匸
一
、

三

〇
〇
円

で

、
死
亡

事
故
の
場

合

三

、
〇

〇
〇
万

円
ま
で

、
傷
害

事

故

の
場

合

匸
一
〇
万
円

ま
で

の
保

険
金

（
共
済
金

）

が
支

払
わ

れ
ま

す
。

暮
ら
し
と
電
気
安
全

■
断
線
し
た
電
線
に
は
、
触
れ
な
い

年
間
に
発
生
す
る
台
風
の
数
は
、
二
十
八
土
二
十
個
ほ
ど

で
、
そ
の
中
の
二
圭
二
個
が
日
本
に
上
陸
し
て
風
水
被
害
を

出
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
台
風
1
9号
は
東
北
地
方
の
日
本
海

沿
岸
を
通
過
し
、
記
録
的
な
暴
風
雨
に
よ
っ
て
各
地
の
農
林

水
産
物
や
農
業
設
備
、
東
北
電
力
の
送
配
電
設
備
な
ど
に
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
台
風
1
9号
に
よ
る
電
力
設
備
の
被
害
は
、
強
風

に
よ
る
飛
来
物
や
倒
木
が
原
因
と
な
っ
て
、
電
線
の
断
線
、

電
柱
の
折
損
等
の
被
害
を
う
け
ま
し
た
。
断
線
し
た
電
線
に

は
電
流
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
千

を
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
ん
な
箇
所
が
あ
っ
た
ら
電
力

会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

9月　台風

断線した電線には 触れな い

（ 財）東北電 気保安協会

9月台風

冠水した電気器具の使用にはご注意

（財 ）東北電 気保安 協会

各課お知らせ

国
有
地
（
里
道
、
水
路
）
の

使
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

ま
ず
チ
ェ
ッ
ク

忘
れ
て
い
な
い
か
自
賠
責

自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
（
共

済
）
は
、
自
動

車
損
害
賠

償
保
障

法

に
よ
り
加
入

が
義
務

づ
け

ら
れ

て

い
ま
す
。

（
違
反
し
ま
す

と
六

月
以
下

の
懲
役
又
は
五
万
円
以
下

の
罰
金

、
ぎ
ら
に
は

、
違
反

点
数

（
道
路
交
通
法

）
六
点

で
免
許
停

止
処
分

と
も
な
り
ま
す
。）

バ
イ

ク
に
は
車
検
制
度

が
な

い

た
め
自
動
車

損
害
賠

償
責

任
保
険

（
共
済

）
の
加
入
状
況

の
チ

ェ

ッ

ク

が
行

わ
れ
ず
（
車
検

の
対
象
と

な
っ
て

い
る
自
動
車
等

は
自
動
車

損
害
賂

償
責

任
保
険
（

共
済

）
に

加
入
し
て

な
い
と
車
検

が
受
け
ら

れ
ま
せ

ん

）
無

保
険

（
無

共
済

）

９
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･･･ＡＩＤＳ（エイズ ）つ てなあ に ？

AIDS（エイズ）は、英語のAcquird Immune Deficiency Syndrome

の頭文字をとったもので、日本語には「後天性免疫不全症候

群」と訳されている伝染性疾患で、一種の性病です。エイズ

患者は、1981年（昭和56年）に米国で初めて報告されて以来、

世界中で増え続けています。テレビや新聞・週刊誌などでエ

イズの話題がとりあげられている中、今回は主に予防につい

て考えてみたいと思います。
後天性免疫不全症候群

エ
イ
ズ
患
者
は
。
一
九
八
一
年

に
米
国
で
初
め
て
発
見
さ
れ
て
以

来
、
世
界
中
で
ど
ん
ど
ん
増
え
続

け
、
流
行
速
度
が
急
激
な
国
々
で

は
、
ま
も
な
く
エ
イ
ズ
が
そ
の
国

の
死
亡
原
因
の
第
一
位
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
将
来
的
に
は
国
家

の
存
亡
の
危
機
に
ま
で
発
展
す
る

の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
が
持
た

れ
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
一
九
九

一
年
ま
で
に
五
〇
〇
万
人
（
国
民

四
〇
人
に
一
人
）
が
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
と
い
わ
れ
、
ア
フ
リ
カ

●
欧
米
で
は

、
男
性
同
性
愛
者

と
薬

物
中
毒
者

が
大
部
分
で
す

。

●
ア

フ
リ

カ
で

は
、
ほ

と
ん
ど

が
異

性
間

の
性
的
接
触
が
原
因
で
、

女
性
の
患
者

も
た
く

さ
ん
で
て

い

ま
す
。

●
日
本

で
は

、
血
友
病
、
男
性

同
性
愛
者

の
他

、
異
性
間
の
性

的

接

触
を
中

心

と
し

た
患
者
発
生
（
女

性

の
増

加

）
　へ
と
変
化
し
、

全
国

へ

の
拡
大

途
上

に
あ
る
と

い
う
新

た
な
局
面

を
迎
え

て
い
ま
す
。

●
ま
た
、
数

は
少
な

い
の
で
す

が
、
子
供

が
エ
イ

ズ
に
な
る
原
囚
の

ば
と
ん
ど
は
母
親
が
ウ
イ
ル
ス
を
持

っ
て

い
て

、
生
ま

れ
る
前
後
に
う

つ
っ

た
た
め
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
つ
ま

り
、
男

性
同

性
愛

、
薬

物
中

毒
、
母
親
が
ウ
イ
ル
ス
を
持

っ
て

い
る
場

合
は

と
も
に
エ
イ

ズ

に
か

か
る
危

険
性

が
高
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
異

性
間

の
性
的

接
触
も
注
意

が
必
要
な
よ
っ
で
す
。

そ
う

で
す
／
・
そ
れ
を
理
解
す

る

の
が
予
防

の
第

一
歩
で
す
。

エ
イ

ズ
は
、
傷
つ

い
た
皮
膚
や

粘
膜
に

ウ
イ

ル
ス
を
持

っ
て

い
る
人

の
血

液
や

精
液

が
つ
く
こ
と
で
う

つ
り

ま
す
。

エ
イ

ズ
が
う

つ
る
可
能

性

か
お

る
の
は
次

の
よ
う
な
場

合
で

す
。

①
ウ
イ

ル
ス
を
持
っ
て

い
る

大

と
性
的
接

触
を
し

た
場
合

②
ウ

イ

ル
ス
を
持
っ

て
い
る
人

の
血
液

に
よ

っ
て
汚
染

さ
れ
た
場
合
。

★
エ
イ
ズ
は
簡
単
に
う
つ
る
？

･・相談窓口（検査可）県内各保健所　･･･エイズフリーダイヤル（エイズ予防財団）

TEL0120 ―177  ―812  ( 月～ 金 よう日AMIO 時～PM5 時 ）

エ　　 イ　　　 ズ

AlDS
★
世
界
や
日
本
の
状
況

★
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
発
病

エ
イ

ズ
は
、
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル

ス

の
感
染
に
よ

っ
て
発
病
し

ま
す
。

エ
イ

ズ
ウ
イ

ル
ス
は

、

。
私
た
ち

が
生
き
て

い
く
た
め
に

ど
う
し

て

も
必

要

な

、

体

の
な

か
の

免

疫

。
病
気
に
対
す

る
抵
抗
力

″
を
壊

し

て
し
ま

い
ま
す

。
そ

の
結

果
、

引

き
起
こ

さ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
病

気

・
そ
れ

が
エ
イ

ズ
な

の
で
す

。

エ
イ
ズ
に
な

っ
て

体
の
抵
抗

力

が

壊

さ
れ
る
と

、
世

の
中
に

ウ
ヨ
ウ

ヨ
い
る
細
菌
や

ウ
イ
ル

ス
や

カ

ビ

等

が
体
の
中
で
増

え
続
け

る
の
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

そ

の
た
め
、
重

い
肺
炎
に

か
か
っ

た
り

、
あ
る
種

の

。
が
ん

″
に
侵

さ
れ
た
り
し
て

、
命

を
失
う

こ
と

に

な
り
ま
す
。

★
ど
ん
な
人
が
な
っ
て
い
る
？
・

★

ど
う

や

っ

て

う

つ

る
？

で

は

既

に

数

十
万

人

の

犠

牲

者

が

い

る

ら

し

い

と

い
わ
れ
て

い
ま
す

。

日

本

で

は

ま

だ

患

者

数

は

少

な

い

の
で
す

が
二

九

九

二

年

四

月

一

日

現
在
Ｗ

Ｈ
Ｏ

報

告
で

は
四
五

三

人

）
、

こ

の

ま

ま

で

は

欧

米

に

続

い

て

増

え

て

い
く

だ
ろ

う

と

心

配

さ

れ

て

い
ま

す

。

④
正
し
い
知
識
と
豊
か

な
暮
ら
し
の
為
に

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ふ
だ
ん

の
生
活
で
は
う
つ
ら
な
い
こ
と
が

判
っ
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
し
た

知
識
や
理
解
を
持
っ
て
、
豊
か
な

毎
日
を
送
り
主
し
ょ
う
。

■
心
配
な
い
こ
と

【
汗

・
唾
液
・
し
尿

で
は

感
染

し

な
い
】

＊

握
手

し
た
り
体

に
触
っ

た
り

し
て

も
う
つ
り

ま
せ
ん
。

＊
食
器

を
一
緒

に
使
っ
て
も
う

つ
り

ま
せ
ん
。

＊

ふ
つ
っ
の
咳
く
し

ゃ
み
で
う

つ

る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

＊

プ
ー
ル
・

お
ふ
ろ
・

シ
ャ
ワ

ー
で

は
心
配
あ
り

ま
せ
ん
。

＊
ト
イ

レ
や
水
飲

み
場
で
は
う

つ
り
ま

せ
ん
。

「
空

気

感

染

し

な

い
」

＊
乗
り
物
・
学
校
・
会
社
な
ど

で
隣
に
座
っ
て
も
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。

＊
本
・
文
具
・
机
な
ど
を
一
緒

に
使
っ
て
も
う
つ
り
ま
せ
ん
。

「
献
血
で

は
感
染
し

な
い
」

＊

献
血
で

は
う

つ

る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

＊

蚊
や
そ

の
他
の
虫

に
刺
さ
れ

て
う
つ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊

そ
の
他

、

バ
ス
等

の
つ
り
皮

や
手
す
り
、
又
お
金
、
ホ
テ
ル

の
タ
オ

ル
、
病
院
や
床
屋

、
美

容

院
な

ど
で

も
心
配

い
り
ま
せ

ん
。

■
ど
う
や
っ
て
予
防
す
る
？

●
男
性
も
女

性
も
、
不

特
定
の

相
手

と
の
性
的

接
触
は
さ
け
る（
相

手

を
良

く
考
え

る

）。

●
コ
ン
ド
ー

ム
を
使

つヽ
な
ど
相

手

の
体
液
に
直

接
触
れ

な
い
工

夫

を
す

る
。

●
む
や
み
に

血
液
に
触
ら
な
い
。

●
血
液
に

触
れ
る
時
は

、
厚

い

清
潔

な
布
や

ビ
ニ
ー

ル
を
当

て
て

触

る
と
よ

い
で
し

ょ
う
。

●
血
液
や
精
液

な

ど
に

触
っ
て

し
ま

っ
た
時
は

速
や
か
に

流
水
で

洗

い
流
す
。

●
カ
ミ
ソ
リ
や
歯

ブ
ラ

シ

ー
ク

シ

ー
タ
オ
ル
な

ど
血
液

が
つ
き
や

す

い
日
用

品
は
自
分

専
用

に
し

ま



９回週
今秋９月12 日からスタート

日制

広報よもぎた

今年の２学期から、幼稚園、小・中・高等学校、盲・聾・養護学校では、毎 月の第２土曜日が休みに

なります。

月｜回の休み、たった１日のことですが子どもたちにとってはたくさんの可能性があります。子ども

たちの未来、大人たちの未来、よりよい社会に私たちが暮らせるよう、長い目で見まもっていきましょう。

こ
れ
か
ら
二

十
一
世
紀
に
生
き
る

子

供
た
ち
に

は
、
新
た
な
文
化

を

創

造
す
る

た
め
、
豊
か
な

個
性
や

創

造
性
を

培
う

こ
と

が
求

め
ら
れ

て

い
ま
す
。

今
日
、
無
気

力
や
引
き

こ
も
り

が
ち
な
子
供

が
増
え
て

い
る
の
で

は
な

い
か
、
人
ま
た
、
人
間

関
係

が
乏
し
く

、
自
然
体
験

が
不

足
し

が
ち
で

、
豊

か
な
心

が
育

っ
て

い

な

い
の
で

は
な

い
か

と
言

わ
れ
て

い
ま
す
。

学
校
週
五

日
制
の
導
入

は
、
こ

の
よ
う

な
課
題
を
解
決
す

る
た
め

に
、
学
校

、
家
庭
お
よ

び
地
域
社

会

が
一
体

と
な
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の

教
育
機
能

を
発
揮
し
て

、
子
供

が

自
分
で

考
え
、
主
体
的

に
判
断
し

行
動
で

き
る
力
を
身

に
付

け
る
よ

う

に
す

る
こ
と
を
目
指
し

て

い
ま

す
。

゛

子

供
た
ち

が
ゆ
と
り
を
取

ま

ず

几

昃
す
こ
と
が
大
切
で
す
゜

休

み
の
土
曜
日

は
、
子
供

た
ち

が
今
し

か
で
き

な
い
こ
と
を

、
今

や
っ

て
み
た

い
こ

と
を
自
分
で

考

え

、
そ
れ
を
行
動
し

体
験
す

る
い

い
機

会
で
す
。

学
校
、
家

庭
、
地
域
の
み

ん
な

で

こ
れ
か
ら

の
子

供
の
将
来

を
考

ヽ
晁
ふょ
し

ょ

つゝ
。

子供たちが土曜日できること
ことさらむずかしく考える必要はありません。

家庭で会話を楽しんだり、お手伝いをしたり、また親子で身近な野草や野鳥を観察にいくこと。

地域の人たちから昔の物語や遊びを教えてもらうこと。子供同士の遊び。図書館で好きな本を読ん

だり、博物館や美術館で芸術や文化に親しむこと。スポーツを楽しむことなど、いろいろなことが

考えられます。子供たちが目を輝かせることをさがしてみましょう。ぜひ、お子さんがその可能性

を広げる機会にしてあげてください。

教育委員会から

学
校
五
日
制

と
は

…

1

0



私
か
ら
あ
な
た
へ
５

し
み

ず
・
あ
け
み

笑
顔
を
大
事
に
し
た
い

今
回
は
、
清
水
明
美
（
蓬
田
）

さ
ん
の
登
場
で
す
。

清
水
さ
ん
は
現
在
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
よ
も
ぎ
温
泉
）
を
建

設
し
て
い
る
会
社
で
ア
ル
バ
イ
ト

し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
自
転
車
で
通
勤
す
る
清

水
さ
ん
は
「
朝
、
職
場
へ
通
う
言

路
の
周
り
の
風
景
が
と
て
も
好
尚

で
い
つ
も
同
じ
道
な
の
に
、
霧
が

か
か
っ
て
い
た
り
、
天
気
の
よ
い

日
は
、
緑
が
と
っ
て
も
綺
麗
で
、

絵
画
を
見
て
い
る
み
た
い
」
と
屆

し
て
く
れ
ま
し
た
。

経
験
の
な
い
仕
事
で
見
る
も
の

聞
く
も
の
す
べ
て
新
鮮
で
す
。

家
族
は
７
人
、
お
子
さ
ん
は
、

専
哉
君
（
小
四
）
、
彩
子
ち
ゃ
Ｘ

（
小
二
）
華
子
ち
ゃ
ん
（
小
コ

の
三
人
、
笑
顔
を
大
事
に
し
た
い

と
言
う
清
水
さ
ん
の
家
庭
は
、
脈

や
か
で
明
る
い
と
の
こ
と
。

趣
味
は
読
書
に
映
画
と
音
楽
佐

賞
。
ス
ポ
ー
ツ
は
プ
レ
ー
す
る
ヤ

り
見
る
方
、
で
も
昨
年
か
ら
始
め

だ
ス
キ
ー
は
大
好
き
と
雪
が
降
Å

の
が
待
ち
ど
お
し
い
と
話
し
て
ど

れ
ま
し
た
。

夏
休
み
に
行
わ
れ
た
小
学
佼
一

※
次
回
登
場
予
定
者
は
久
慈
る
み
子
さ
ん
で
す
。

学
年

、
親
子

の
集

い
に
参
加
し
Ｒ

Ａ
Ｂ

青
森
放

送
局
を
見
学
に
行
き
、

放

送
局
の
方

々
に
温
か
く

迎
え
て

い
た
だ
き
嬉
し

か
っ
た

、
と
話
し

て

い
ま
し
た
。

初
め
て
見

る
テ

レ

ビ
の
生
放
送

、
セ
ッ
ト
や
小

道
具

が
以

外
と
単

純
な
の
に
び
っ
く
り
。

生

ギ
タ
ー
で

の

フ
ラ

メ
ン
コ
舞
踊
、

三

浦
敬
三

氏

の
山
岳
写
真

の
紹
介

に
、
親
子
で

感
激
し
ま
し

た
「
後

で
分
か
っ

た
の
で
す

が
数
人
の
大

が
テ

レ

ビ
の
画
面

に
出
た
み
た
い
、

だ
れ
か

ビ
デ
オ
に
録
画
し

て

い
な

い
か
な
あ

…
」
と
言

い
ま
す
。
七

月
三

十
一
日

の

。
金
曜

ワ
イ
ド
あ

お
も
り

″

ビ
デ
オ

に
収
録
し
て

い

る
方
あ
り

ま
し

た
ら
清

水
さ
ん

に

ど
う

か
ご
一
報
を
…

最
後

に
蓬

田
村

に
つ
い
て
尋

ね

る
と

「
蓬
田

は
住
み

や
す

い
所

、

不

便
は

感
じ

て

い
ま

せ
ん

が
気

に

な
る
こ

と
は
、
山

へ
山
菜
取
り

に

出
掛
け
ま
す

が
、
木

が
伐
採

さ
れ

山

が
変
化
し

、
少
し

ず
つ
自
然

が

壊
さ

れ
て
行
く

の
が
残
念
」

と
答

え
て
く

れ
ま
し

た
。

これは、瀬辺地駅 前の杉の

枝に巣を作ろ うとし ていた蜜

蜂です。

蜂の巣があ り危険、取り払

って、 と役場に要 請があり、

職員が蜂の群がっている巣を、

二重にしたビニー ル袋に入れ

ました。

３ 日後、蜂の酸欠を見計らっ

て袋から取 り出し たところ写

真の とお り杉 の枝 の他はすべ

て蜂でした。

巣はあ りませ んでしたが刺

された人もなくまずは一安心。

へ表定予事行月９
―｣

O
７８８０１３１４１９１１ｎ

乙？
】

ｎ
乙

［
Ｄ
ｎ
乙７ｎ乙８Ｑ乙９ｎ乙

日

陶
芸
教
室

青
森
県
青
年
大
会
　

～
６
日

書
道
教
室

献
血
日
（
成
分
献

血
）
1
0時
Ｓ
1
6時

陶
芸
教
皇

秋
の
大
掃
除
検
査

バ
イ
ア
ス

ロ
ン
イ

ン
よ
も
ぎ
た

書
道
教
室

小
学
校
文
化
部
映
画
教
室
　
1
8時

～
2
1時

書
道
教
室

陶
芸
教
室

県
中

教
研
理
科
県
大
会

陸
奥
湾
一
周
駅
伝
競
走
大
会

書
道
教
室

陶
芸
教
室

行
　
　
　
　
　
　
　
　

事

中

央

公

民

館

蓬
　
　

青
　
　

協

中

央

公

民

館

民
　
　

生
　
　

課

中

央

公

民

館

民
　
　

生
　
　

課

実

行

委

員

会

中

央

公

民

館

蓬

田

小

学

校

中

央

公

民

館

中

央

公

民

館

蓬

田

中

学

校

実

行

委

員

会

中

央

公

民

館

中

央

公

民

館

担
　
　
　

当

ほ事予定／み～つけた

清
水
明
美
・
蓬
田

11

み
～
つ
け
た

５５



広報よもぎた

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

こ
ん

に
ち
は

蓬
田
村
制
百

周
年

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

。
　
　
　
　
　
　

村

勢
要

覧
を

拝
見
し
て

、
村
百

年
の
歴
史

の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

村
の
暗

さ
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し
、

蓬
田
村

の
明
る
さ

が
、
活

力
と
し

て
出
て

い
る
様
子

が
う

か
が
わ
れ

人 口 と 世 帯 数

(フ月31日現在)

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

例
え

ば
、
高
齢
化
対

策
に
対
し

て
の
親
子

の
ふ

れ
合

い
、
基
幹
産

業
で
あ

る
農
業
へ
の
梃
入

れ
、
余

暇
の
充
実
等

の

こ

貝
性

の
あ
る
村

づ
く
り
を

進
め
る
蓬
田
村

を
誇
り

に
思

い
ま
す
。

さ
て
私
は

、
郷
里
高

根
を
出
て

二

十
五

年
余
り

に
な
り
ま
す

が
、

最

初
は
大
手

自
動
車
会
社
に
入
社
、

し

か
し

歯
車
的

仕
事

が
自
分
に
合

わ
ず
三

年
で
退

社
、
埼
玉
県

川
口

市

の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
金
型
会

社
に

入

り
、
当
時

六
人
と

い
う

家
内
工

業
的
仕
事
場
で
し

た

が
、
生
き

が

い
が
と
て
も
あ
り

、
夢
中

で
仕
事

総人口4,064 人
男　1,942人
女　2,122人

世帯数1,052世帯

７月受付分

お誕生おめでとうございます

を
覚
え
て

き
ま
し
た
。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
金
型

と
い
う

の

は
、
鉄

と
鉄
の
間
に
ミ

ゾ
を
削
り

そ
の
間
に

溶
け

た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
流
し
込
み

製
品
を
造

る
、
と

い

う
工

程

が
あ
り

ま
す

が
、
年

々
複

雑

に
な
り
百

分
の

匸
早
位

で
公
差

を
出
し

て

い
ま
す
。
こ
こ
二

十
年

間

は
、
毎
日

の
よ
う
に
残

業
の
連

続

で
し

た

が
、
機
械
化

が
進
み
、

こ

こ
二

上

二
年
の
間
は
早

く
帰
れ

る
よ
う

に
な
り

ま
し
た
。

私
の
会
社

神
沢
モ
ー

ル
ド
エ

業

も

業
界
で
は
よ

く
知
ら

れ
る
よ
う

に

な
り
、
不

況
知
ら

ず
の
会
社
で

、

自
動

車
、
弱
電

、

家
庭
用

品
と
幅

神
沢
モ
ー
ル
ド
エ
業

稲
　
葉

広
く
業
績

を
伸

ば
し

、
現

在
で
は

二

十
余
名

の
従
業
員
を
数
え
ま
す
。

ご結婚おめでとうございます

け
ん
　
　ぞ
う

健
　

三

さ
ん

こ
の
二

十
二

年

の
聞
は
、
毎
年

数
千
万
円

も
す

る
機
械
を
設
備
し
、

めも

時
短
に
努
め
て
い
ま

す
。つ

ら
い
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
し
ょ
っ

ぱ
リ
精
神
で
頑
張
れ

る
自
分
を
育
て
て
く

れ
た
蓬
田
の
郷
土
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
蓬
田
村
の

益
々
の
ご
発
展
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

･・現 住 所／〒334 埼玉 県川 口 市江戸

３ 丁 目32 の30 ／登0482 －81 -1020 卜

生年 月日 ／昭 和26 年４ 月13 日 ／･･･出

身 ／ 高 根／稲 葉 達雄氏 弟･･ 家族 構 成

／妻 ・利 子 ・長男 ・一 成 ・長女 ・由

香利 ・ 次女 ・かおり ●･好き なも の／

自 動 車レ ースS･・勤 務 地／埼 玉県 川口

市 本 蓮2-5-24

け つぱる 蓬田人 ／戸籍 の窓口

戸籍の

窓　 口

一

木 村 泉 笥(jy ブ ユ 男

青 木
めぐめ　゙東 光惠( に　

子　
長　 女

細 谷 かんな　　昭　 平幹 奈(

綾　 子　
二　 女

福 士 はやと　　　晃飆 人(
昌　 子　

二　 男

（久慈　徳治（広　 ㈲）

森山　裕子（青森市）

おくやみ申し上げます

久慈　 清春（広　 ㈲　61 歳）

小野寺孫作（高　根　89 歳）

1

2

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

⑩
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